
令和２年度肥料の業務報告（令和２年４月から令和３年３月）

１　業務の概要

「肥料の品質の確保等に関する法律」に基づき、県内に生産事業場や販売事業場が所在す

る業者からの登録・届出業務を行った。また、立入検査を行い、原材料や生産者保証票、

登録・届出事項、帳簿の備付け等法令遵守の確認及び指導を実施するとともに、収去した

肥料の成分分析による公定規格適合の確認等を実施した。

併せて、令和元肥料年度入出荷量調査及び令和２年肥料生産数量報告により、本県の肥料

肥料の流通・生産の実態把握を行った。

２　肥料生産業者及び肥料販売業者からの登録・届出

（１）普通肥料

ア　県知事登録肥料では新規登録１件、登録更新１件、変更１９件、登録失効１件であっ

たため、年度末の登録件数は前年度と同じ４３件となった。

イ　指定配合肥料は変更届１９件のみで年度末の届出件数は前年度と同じ２６件である。

（２）特殊肥料

輸入特殊肥料も含め新規届１７件、変更届２２件、廃止届４５件であった。年度末の

届出件数は７２８件（生産業者数６４９、輸入業者数１２）となった。

新規届の多くは経営移譲によるものだが、団体等の新設農場も見られた。

（３）肥料販売

平成３０年から継続して取り組んでいる、農薬販売店台帳等との照合等による肥料販

売業者の現況確認を進めたところ、引き続き肥料取締法で定める手続きを行っていない

業者が多数確認されたため、販売に関する届出件数が多かった。

新規届４５件、変更届８４件、廃止届６０件であり、年度末の販売業者届出件数は

１，１５０件となった。

表１　令和２年度の登録・届出件数

普通肥料 県知事登録肥料 新規登録
登録期間更新
変更届
失効
計

指定配合肥料 新規届
変更届
廃止届
計

特殊肥料 　新規届
うち輸入特殊肥料

変更届
うち輸入特殊肥料

廃止届
うち輸入特殊肥料

計
肥料販売 新規届

変更届
廃止届
計

合計

１９
０

１９
１７

０
２２

１
１

１９
１

２２
０

６０
１８９
３１４

３
４５

３
８４
４５
８４
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表２　令和２年度末時点の普通肥料の登録・届出状況

肥料の種類

魚かす粉末

蒸製骨粉

なたね油かす及びその粉末

ひまし油かす及びその粉末

米ぬか油かす及びその粉末

加工家きんふん肥料

乾燥菌体肥料

混合有機質肥料

配合肥料

炭酸カルシウム肥料

副産石灰肥料

計

指定配合肥料

※業者数は延べ数

表３　令和２年度末時点の特殊肥料の届出状況

うち豚ふん

うち家きんふん

うち樹皮堆肥

うちオガクズ堆肥

うち牛ふん堆肥

うち豚ふん堆肥

うち家きんふん堆肥

うち生ごみ堆肥

うちその他の堆肥

※業者数は延べ数

１

２２ ４

４ ４

１ １

２ １

４３ ２３

２６ ６

合計 ６９ ２９

２ １

６ ６

２ ２

県
知
事
登
録
肥
料

件数 業者数

１ １

１ １

１ １

１

発酵米ぬか ２ ２

発酵かす ２ ２

業者数

魚かす ０ ０

粗砕石灰石 ３ ２

指定名 届出数

草木灰 ７ ３

くん炭肥料 ５ ５

くず植物油かす及びその粉末 １ １

草本性植物種子皮殻油かす及びその粉末 ５ ４

動物の排せつ物の燃焼灰 ２ ２

堆肥 ６４６ ５９６

動物の排せつ物 １５ １３

４ ４

１１ ９

３９ ３６

４９ ３３

７ ６

９ ５

４ ４

４８７ ４７６

カルシウム肥料 ４ ３

計 ７１５ ６４９

５１ ３６

貝殻肥料 ２ ２

貝化石粉末 ２０ １３

混合特殊肥料 １ １
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表４　令和２年度末時点の輸入特殊肥料の届出状況

　

魚かす

甲殻類質肥料

木の実油かす及びその粉末

乾燥藻及びその粉末

骨灰

動物の排せつ物

うち蚕ふん

グアノ

　※業者数は延べ数

表５　令和２年度末時点の肥料販売業者の届出状況

※３業者が重複して届出受理しているため、業者数と届出件数が一致しない

３　肥料の入出荷量（流通量）

（１）調査対象：県内卸業者及び県内に複数店舗がある広域小売業者等３５業者

（２）集計期間：令和元肥料年度（令和元年６月から令和２年５月）

（３）結果：令和元肥料年度の肥料入出荷量は約１０万２千２百トン（前年比約１０３％）で、

１０万トン台に回復した。

ア　普通肥料：全般的に入荷量が減少傾向にあり、特に塩化加里が前年比約５７％とな

るなど、前年比約９２％の約８万トンとなった。

イ　特殊肥料等：堆肥の入出荷量が前年比約１９０％となった影響で、前年比約１８１

％の約２万２千トンとなった。

３ ２

３ ３

３ ３

指定名 届出数 業者数

０ ０

１ １

計 １３ １２

届出数 業者数

１,１５０件 １,１４７件

１ １

１ １

２ ２
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表６　平成３０肥料年度及び令和元肥料年度の入出荷量（単位はトン）

小　　　計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
通
肥
料

硝　　　安 １０.２

１,２７７.３

り
ん
酸
質
肥
料

過りん酸石灰 ７１９.７

その他 １３１.１

けい酸加里肥料 ７１９.６

　小　　　計 ６,２６４.２

配合肥料（30％以上） １９２.６

被覆複合肥料 ２.５

６１.８

３７.３

８.４ ８２.０

尿　　　素 ７３２.８ ６９３.９ ９４.７

肥　料　の　種　類 平３０肥年 令元肥年 前年比(%)

窒
素
質
肥
料

硫　　　安 １,１８１.８ １,１２５.１ ９５.２

混合窒素肥料 ３７.４ １７.０ ４５.５

そ の 他 ３５８.９ １８８.６ ５２.５

石灰窒素 １,４５１.５ １１３.６

ホルムアルデヒドﾞ加工尿素肥料 １.１ ０.０ ０.０

３,５９９.４ ３,４８４.５ ９６.８

６５６.５ ９１.２

重過りん酸石灰

腐植酸りん酸 ５.１ ４.６ ８９.５

加工りん酸肥料 ９４６.４ ６３９.７ ６７.６

９５.５ ８１.７ ８５.５

熔成りん肥 １,３５２.４ １,４２７.０ １０５.５

４.７ ３.６

　小　　　計 ４,０９５.７ ３,６２０.４ ８８.４

混合りん酸肥料 １４１.９ １９３.４ １３６.３

熔成けい酸りん肥 ７０３.６ ６１２.８ ８７.１

７９１.８ １１０.０

そ の 他 １７.０ １５.９ ９３.７

０.６ １.８ ３００.０

重炭酸加里 ７.８ ２.５ ３２.０

硫酸加里苦土

３,９８７.１ ６３.６

有
機
質
肥
料

植物油かす １,６４６.３ １,７０５.５ １０３.６

魚かす粉末

加
里
質
肥
料

硫酸加里 ４７１.６ ２８１.２ ５９.６

塩化加里 ５,０４７.７ ２,８９３.９ ５７.３

その他 ３０.８ １７.３ ５６.２

　小　　　計 ２,０５７.５ １,９９８.６

５０.４ ８１.６

混合有機質肥料 ３１８.６ ２２５.４ ７０.８

普通化成肥料 ２,４１７.９ ２,７４２.７ １１３.４

１５.１ １６.２ １０７.５

高度化成肥料 １７,８７１.４ １４,５０７.５ ８１.２

ＮＰ化成肥料

９７.１

２９７.６ １５４.６複
合
肥
料

ＮＫ化成肥料 ７３０.９ ６２３.０ ８５.２

ＰＫ化成肥料 ３７５.４ ６８８.６ １８３.４

指定配合肥料 ３２,７５１.３ ３０,７０２.１ ９３.７

その他 １２４.８ １,２０５.１ ９６５.５

４１４.１ １６,９０２.０

液状複合肥料 １,３２９.２ １,４５５.１ １０９.５

配合肥料（30％未満）

　小　　　計 ５６,１１２.６ ５２,８９９.８ ９４.３

５９.６ １５９.６

成形複合肥料 ２６４.２ １８８.２ ７１.２

普
通
肥
料
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注：小数点以下を四捨五入のため、小計及び総計は値を合計したものと一致しない。

４　肥料の生産数量報告

（１）調査対象

ア　普通肥料 県知事登録肥料 件 うち報告　４３件

指定配合肥料 件 うち報告　２６件

イ特殊肥料 特殊肥料 件 うち報告５４５件

※原発事故による帰還困難区域及び避難指示解除後の営農再開未確認の特

殊肥料及び立入検査等で生産休止中を確認した特殊肥料は肥料を除く。

輸入特殊肥料 件 うち報告　１４件

（２）対象期間：令和２年１月から令和２年１２月

（３）結果：総生産数量は約２０万トンで、前年比約１０２％となった。

普通肥料の報告率及び輸入特殊肥料の報告率は１００％であったが、特殊肥料の報告

率は約８８％のため、全体の報告率は約９０％となった。

ア　普通肥料：普通肥料全体では約２千３百トン弱となり前年比約６６％となった。

（ア）県知事登録肥料：なたね油かす及びその粉末や炭酸カルシウム肥料の生産量は

微増したが、その他の種類の生産量は減少し、特に混合有機質肥料が著しく減少

したことにより、前年比約６０％の約１千７百トンとなった。

（イ）指定配合肥料：前年比約８９％の５８８トンとなった。

イ　特殊肥料：生産数量の９割以上を占める堆肥の生産量が増加したため、前年比約

１０３％の約２０万３千トンとなった。うち、輸入特殊肥料は前年比１００％の６０

石
灰
質
肥
料

生 石 灰普
通
肥
料 炭酸カルシウム肥料 ６,１８８.３ ６,０１６.４ ９７.２

肥　料　の　種　類 平３０肥年 令元肥年 前年比(%)

７６.６

１,３０４.７ １,４６３.５ １１２.２

消 石 灰 １,９０７.９ １,９９０.５ １０４.３

　小　　　計 １１,９１７.８ １１,６６３.７ ９７.９

貝化石肥料 １１６.６ １３３.４ １１４.４

副産石灰肥料 １,１８１.０ １,１２５.３ ９５.３

混合石灰肥料 １,２１９.３ ９３４.６

１０６.１

ほう素質肥料 ０.１ ０.０ ９２.０

けい酸質肥料 １,８３２.４ １,１７７.１ ６４.２

苦土肥料 ３２９.０ ２４２.４ ７３.７

マンガン質肥料 ８３.９ ８９.０

７２.５

合計 ８７,３３２.１ ８０,０３４.４ ９１.６

微量要素複合肥料 １４.４ １９.３ １３３.５

汚泥肥料等 １,０２５.０ ８５２.５ ８３.２

　小　　　計 ３,２８４.９ ２,３８０.３

９０.１

その他の特殊肥料 ２６３.７ ３０５.２ １１５.７

特
殊
肥
料
等

堆肥 １０,７０５.１ ２０,２８９.９ １８９.５

動物の排せつ物等 １３２.７ ４４４.６ ３３４.９

貝化石粉末等

１８１.１

５８１.２ ５２３.８

１０２.６

　小　　　計 １１,６８２.８ ２１,５６３.５ １８４.６

土壌改良資材等 ５４３.９ ５８１.５ １０６.９

２６

６１９

１４

合計 １２,２２６.７ ２２,１４５.０

総計 ９９,５５８.９ １０２,１７９.４

４３
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トンであった。

未報告業者７４件のうち、過去３か年報告なしが３４件、前年度の生産数量報告が

千トン未満の業者は２５件であった。

表７　本県に登録・届出された肥料の生産数量（単位はトン）

合計

　小計（動物の排せつ物）　

小計（堆肥）

特
殊
肥
料

肥料の種類 令和元年 令和２年区分 前年比（％）

県
知
事
登
録
肥
料

魚かす粉末 ０ ０ #DIV/0!

蒸製骨粉 ０

ひまし油かす及びその粉末 ２００ １８７ ９３.５

米ぬか油かす及びその粉末 ９ ６ ６１.９

０ #DIV/0!

なたね油かす及びその粉末 ２６４ ２６９ １０２.１

混合有機質肥料 １,４０２ ５４０ ３８.５

配合肥料 ０ ０ #DIV/0!

加工家きんふん肥料 ０ ０ #DIV/0!

副産植物質肥料 ０ ０ #DIV/0!

　　　小計 ２,７６８ １,６７４ ６０.５

指定配合肥料 ６６２ ５８８ ８８.８

炭酸カルシウム肥料 １２２ １２８ １０５.３

副産石灰肥料 ７７２ ５４４ ７０.５

３,４３０ ２,２６２ ６５.９

特殊肥料の指定名 令和元年 令和２年 前年比（％）

発酵米ぬか ３ ２ ６１.５

粗砕石灰石 １５３ ２００ １３１.３

魚かす ０ ０ #DIV/0!

５ ４ ７９.０

くん炭肥料 ３１ ２９ ９５.６

くず植物油かす及びその粉末 ３ ３ １１０.３

草本性植物種子皮殻油かす及びその粉末 １５ １９ １２８.３

８,３１６ ８９.６

動物の排せつ物の燃焼灰 ９０ ９０ １００.０

動物の排せつ物（豚ふん） ２,９６６ ３,０２９ １０２.１

動物の排せつ物（家きんふん） ６,３１８ ５,２８７ ８３.７

１３７,６９４ ９９.８

堆肥（豚ふん堆肥） ９,９３７ １２,９７４ １３０.６

堆肥（樹皮堆肥） ６,９３３ ８,０１０ １１５.５

堆肥（オガクズ堆肥） １,７８７ ２,０４４ １１４

７,１０３ １２３.５

１８３,７３２ １９０,７７２ １０３.８

堆肥（家きんふん堆肥） １９,２７８ ２０,８３６ １０８.１

堆肥（生ごみ堆肥） ２,０２１ ２,１１１ １０４.５

０ ３８.３

  小計　 １９６,６４７ ２０２,５３２ １０３.０

貝殻肥料 １８０ ２００ １１１.１

貝化石粉末 ３,１５２ ２,８９６ ９１.９

普
通
肥
料

カルシウム肥料 １

堆肥（その他の堆肥） ５,７５０

堆肥（牛ふん堆肥） １３８,０２７

９,２８４

草木灰
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甲殻類質肥料

乾燥藻及びその粉末

骨灰

動物の排せつ物（蚕ふん）

グアノ

　小計

合計

総計

注：小数点以下を四捨五入のため、小計及び総計は値を合計したものと一致しない。

５　肥料の立入検査及び指導事項

普通肥料は、県知事登録肥料について原材料・生産者保証票の確認を中心に行った。

また、収去を行い、保証成分の確認を実施した。

特殊肥料は、帳簿の備付けや表示の添付を中心に指導した。また、生産量の多い肥料

を中心に収去し、表示票の成分表示と成分含有量の差異を確認した。

肥料販売業者については、連絡の取れない業者中心に実施した。

検査結果に基づく行政指導はなく、口頭指導等のみであった。

また、肥料の品質の確保等に関する法律第２６条及び農薬取締法における疑義資材に

抵触するおそれのある表記の確認のため、東北農政局福島拠点に３件情報提供をした。

（１）普通肥料

県知事登録肥料で３件実施し、１点収去した。

保証票等に不備はなく、収去品の分析結果は合格であった。

（２）特殊肥料

７４件実施し、帳簿や表示の不備等について指導を行うともに、１０点の収去を行っ

た。また、収去品の分析結果に基づく表示票の記載内容修正の指導も行った。指導内容

及び件数は下記のとおり。

ア　届出の不備　　　  　　７件

イ　帳簿の備付けの不備　　５件

ウ　表示の不備          ２７件 （延べ件数）

うち表示なし　　 　 １８件

うち表示内容の不備  １２件

（３）肥料販売業者業者

音信不通業者を中心に３件実施した。

#DIV/0!

０ ０ #DIV/0!

０特
殊
肥
料

０ #DIV/0!

０ ０ #DIV/0!

１０３.０

２００,１３７ ２０４,８５４ １０２.４

６０ ６０ １００.０

６０ ６０ １００.０

０

２０２,５９２

輸
入
特
殊
肥
料

１９６,７０７

０

特殊肥料の指定名 令和元年 令和２年 前年比（％）
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表８　月別肥料立入検査実施状況

区分 普通肥料 特殊肥料 肥料販売

年・月 うち収去点数() うち収去点数()

令和２年

令和３年

計

表９　収去肥料検査結果

点

点

件

件

点

うち表示の修正を要するもの 点

表１０　収去肥料の内訳

普通肥料の種類

混合有機質肥料

特殊肥料の指定名

草木灰

堆肥 （牛ふん堆肥）

堆肥 （豚ふん堆肥）

堆肥 （家きんふん堆肥）

堆肥 （その他）

表１１　収去肥料の成分分析点数

３

件数

件数

リ
ン
酸
全
量

窒
素
全
量

区分

１ １

区分

普通肥料

普通肥料

特殊肥料

水
分

銅
全
量

亜
鉛
全
量

有
機
炭
素

ア
ル
カ
リ
分

加
里
全
量

２ １ １０

月計（件）

普通
肥料

特殊
肥料

うち正常でないもの ０

重量検査 ０

うち正常でないもの ０

区分 件数

収去点数 １

４月 ０

５月 ０

８月 ０

９月

６月 ９

７月 ８２ （１）

１３

６

９ （７）

１

３

１０月

３

１８ （３）

１４

１０ １０ １０ ９

４点

３ （１）

特殊肥料

収去点数 １０

７

１２月

３月

１月

２月

１

１点

１点

２点

１点

２点

８０

１６

２ １２

（１０）

９

１６

７４

１８

１１月
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表１２　特殊肥料の立入検査の内訳

指定名 魚かす

粗砕石灰石

発酵米ぬか

発酵かす

草木灰

くん炭肥料

堆肥

貝化石粉末

２件

１件

１件

１件

６０件

１件

２件

６件
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